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TECHNO INFORMATION 

テクノ情報 

 

 

 

ベルトモール取外し方法の紹介 
 

1．はじめに 

ベルトモールとは、ドアのウィンドウガラス下端に取付け

られているモールのことで、ベルトライン（ボデー側面の水

平線）に装着することからベルトモール、またはその機能か

ら水切りモールとも呼ばれています。 

事故により損傷する頻度は、それほど多くありませんが、

ドアの補修塗装を行う際にマスキング工数の削減を目的とし

て脱着することは多いようです。 

強引に取外すとベルトモールは破損してしまうため、新品

部品に取替えなければなりません。破損させずに取外すためには、ドアを分解し内部からの作業を行う

ことになり、思った以上の工数がかかることもあります。 

しかし、最近の車種では取付け構造が改善され、専用工具等も開発されているため、比較的簡単に取

外せるものも増えてきております。今回は、ベルトモールの取外し方法について紹介いたします。 

 

2．ベルトモールの取付け構造 

ベルトモールは、基本的にドアパネルへの「はめ込み」で取付けられており、日常使用時に簡単に外

れないよう「返し」が数か所に設けられ、しっかりと固定されています。 

 

車種によってはこの数か所の「返

し」に加え、端部がツメで固定さ

れているものや、裏側からビスで

止められている構造もあります。

ベルトモールを破損させずに取

外すためには、これらの固定部分

を丁寧に解除する必要がありま

す。 

  

ベルトモール 

ベルトモール 

ツメ 
ビス 

返し 
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3．従来型のベルトモール取外し方法 

 ベルトモールの固定部を解除するためには、ドア内部から作業を行う必要があります。手順としては、

ドアトリム、サービスホールカバー、ウィンドウガラスの順に取外し、ドア内部から作業ができる状態

にした上で、マイナスドライバなどを使用し、固定部を確認しながら取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．比較的簡単に取外せるベルトモールの取外し方法 

最近では、工具を使用しなくてもベルトモールが取外せる車種もあります。取付け構造自体は従来と

同様「はめ込み」と「返し」によるもので、ウィンドウガラスが閉じた状態では取外せませんが、ウィ

ンドウガラスを全開にした状態で、ベルトモールを車体外側へねじれば固定部が解除でき、ベルトモー

ルを破損させずに取外すことができます。 

 【取外し手順】 

① ウィンドウガラスを全開にします。 

② ベルトモールを車体外側にねじり、固定部を少しずつ解除していきます。万が一、固定が強くて

取外し難い場合でも、ベルトモールを破損するリスクを減らすため、最初はベルトモール中央の

一番たわみやすい部分から外していきます（左写真）。中央部の固定が解除できたら、センタピ

ラー方向に向かって順番に固定を解除します。ドアミラーやリヤドアのフィックスガラスに、ベ

ルトモールの端部が入り込んでいるタイプは、その部分を最後にスライドさせて取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回、上記取外し方法によるトライアルを実施した結果、トヨタ カローラアクシオ（NZE141、

NZE161）、トヨタ ヴィッツ（KSP130）および日産 マーチ（K13）はこの方法で取外すことができ、

再使用も可能でした。なお、日産 マーチについては、メーカ修理書に同様の取外し手順が記載されてお

ります。 

  

ウィンドウガラス取外し作業 ベルトモール取外し作業 

固定部解除順序 
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5．専用工具を使用したベルトモールの取外し方法 

前述の方法で取外すことができない車種については、専用工具を使用して取外す方法があります。 

  

【専用工具 ベルトモールリムーバ】 

ベルトモールリムーバは、ウィンドウガラスを全開にした際に

できる、ベルトモールとウィンドウガラスの隙間に工具を差し

込むことで固定部を解除できるものです。 

国産工具メーカのＫＴＣやコーケン、ハスコーなどで商品化さ

れているほか、ノーブランドの安価なものも販売されていま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作業手順】 

① ウィンドウガラスを全開にします。工具でウィンドウガ

ラスを傷つけないよう、半開時のタイミングで上端部を

テープ等で養生をします。 

 

 

 

 

 

 

 

② ウィンドウガラスとベルトモールの隙間に、ベルトモー

ルリムーバを挿入します。 

フロントドアについては、ウィンドウガラスを全開にし

た際、前方に隙間ができるので、そこから挿入します。

リヤドアは、ウィンドウガラスが下がりきらないので、

隙間の拡がりやすいドア中央部から挿入します。 

 

 

工具もテープなどで養生しておくと安心です 
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③ 固定部を探りながら解除していきます。 

ドアミラーや、リヤドアのフィックスガラスにベルトモールの端部が入り込んでいるタイプは、端

部を最後にスライドさせて取外しますので、反対側から順番に作業します。 

車種によっては、固定部を半分以上解除した状態でスライドさせれば外れる場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取付け方法については、いずれのタイプのベルトモールに

おいても、新品部品を取付ける手順と同様に、固定部を順

番にはめていき、取付けができたらウィンドウガラスの開

閉具合を確認し、作業は終了です。 

 

 

 

 

6．まとめ 

 ベルトモールは、そのデザイン上、目視で確認できない部分で固定されており、一部の車種では取外

すことにより破損する構造もありますので、作業前に固定部の構造をよく理解しておくことが肝心です。

構造をよく理解し適切な作業を行うことで、破損リスクは下がり作業効率も上がります。  

昨今、環境対策により、自動車には省エネルギやリサイクル等に関する様々な対策がされています。

ベルトモールは小さな部品ですが決して無関係なものではありません。破損しないように上手に取外し、

再度使用することも立派な環境への取組みではないでしょうか。 

（研修部/岡部一成） 

  

２ 

 

５ 

 

４ 

 

１ 

 

３ 

固定部をスムーズに解除するには、その位置を把握する

ことが重要ですが、初めて作業を行う車種では見当がつ

かないことがあります。そのような場合は、ベルトモー

ルが変形しない程度に、上下に移動させてみるのも手で

す。力を加えると、解除できていない固定部を支点に移

動しますので（右写真）、おおよその確認ができます。 

 

“ポイント” 

固定部解除順序 

ベルトモール取付け作業 
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REPAIR REPORT 

リペア リポート 
 

 

トヨタ・ヴォクシー(ZR80W)       

後部損傷の復元修理 
1．はじめに 

１ＢＯＸ系の後部ボデー構造は、バックドアの開口部を大きくするためにＤピラーを強固にしており、 

パネルの板組が複雑になっています。トヨタ・ヴォクシー(ＺＲ８０Ｗ)も同様であり、ボデーロワーバ

ックパネルサブ Assy インナを補給形態どおりにアセンブリで取替る場合には、左右クォータパネルの取

外しが必要になります。その際に左右スライドドアサブ Assy と左右クォータウィンドウ Assy の脱着作

業も発生し、作業範囲が膨大になります。 

 今回はボデーロワーバックパネルサブAssyインナの損傷していない左右端部をボデー側に残すことに

より、左右クォータパネルの取外しが不要となる修理事例を紹介します。 

2．損傷状況 

 今回修理した車両は写真のように６時方向からの入力により①ボデーロワーバックパネルアウタと  

②ボデーロワーバックパネルサブ Assy インナが損傷しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．補給部品 

①ボデーロワーバックパネルアウタと②ボデーロワーバックパネルサブAssyインナは分割補給されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

②  

①  ②  
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4．取外し（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ボデーロワーバックパネルアウタと②ボデー

ロワーバックパネルサブ Assy インナを取外し

ます。 

 

②ボデーロワーバックパネルサブ Assy インナ

は損傷していない左右端部をボデー側に残して

取外します。 

 

②ボデーロワーバックパネルサブ Assy インナの

左端部は左クォータパネルの開口部から溶接作業

が可能です。 

 

②ボデーロワーバックパネルサブ Assy インナ

の左端部をボデー側に残した状態です。 

 

 ②ボデーロワーバックパネルサブ Assy インナ

の左端部をボデー側に残した状態です。 

 

②ボデーロワーバックパネルサブ Assy インナ

の右端部は右クォータパネルの開口部から溶接

作業が可能です。 

 

②ボデーロワーバックパネルサブ Assy インナの

右端部をボデー側に残した状態です。 

 

 ②ボデーロワーバックパネルサブ Assy インナ

の左端部をボデー側に残した状態です。 

 

左右端部はボデー側に残します 

②  

溶接作業が可能 

左端部を 

ボデー側に残

した状態 

見本：補給部品から取外

した左端部 

①  ②  

溶接作業が可能 

右端部を

ボデー側

に残した

状態 

見本： 

補給部品か

ら取外した

右端部 
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5．取付け（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．まとめ 

②ボデーロワーバックパネルサブAssyインナの損傷をしていない左右端部をボデー側に残すことによ

り、左右クォータパネルの取外しが不要となり、効率の良い作業となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Assy 取替と左右端部残しの作業比較(概要) 

（技術調査部／高木文夫） 

 

  

作 業 項 目 
Ａｓｓｙ取替 左右端部残し 

作業内容 塗装作業 作業内容 塗装作業 

ボデーロワ―バックパネルサブ Assy インナ 取替 有 取替 有 

左クォータパネル 取替 有 ― ― 

右クォータパネル 取替 有 ― ― 

左スライドドアサブ Assy 脱着 ― ― ― 

右スライドドアサブ Assy 脱着 ― ― ― 

左クォータウィンドウ Assy 脱着 ― ― ― 

右クォータウィンドウ Assy 脱着 ― ― ― 

②ボデーロワーバックパネルサブ Assy インナを

取付けます。 

 

①ボデーロワーバックパネルアウタを取付けま

す。 

 

②  
①  

②  

左右端部はボデー側に残します 
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REPAIR REPORT 

リペア リポート 
 

 

トヨタ ポップアップフードの修理事例 

<その 3> 
 

1．はじめに 

1 月号では、「修理作業(取外し)」を紹介しましたが、今回は、「室内の取外し作業」と「修理作業（ポ

ップアップフードチャンバ組付け）」を紹介します。 

 

2．室内の取外し作業 

（1）エアバッグセンサ Assy 取外しに伴う、構成部品の紹介 

   エアバッグセンサAssyを取外すには、写真で色付けした部品を番号通りに取外す必要があります。 

 

①インストルメントパネルセーフティ パッドSUB-Assy 

№1 №2 

②インテグレーションパネル SUB-Assy 

③シフトレバーノブ 

④マルチメディアモジュールレシーバ Assy 

⑤コンソールパネル SUB-Assy 

⑥コンソールリヤエンドパネル 

⑦コンソールボックス Assy 

 

（2）エアバッグセンサ Assy 取外し作業。 

①インストルメントパネルセーフティ  パッド

SUB-Assy №1 №2 を手前に引出し、取外します。 

 

 

 

 

 

 

②インテグレーションパネル SUB-Assy を固定してい

るボルト 2 本を外し、手前に引出します。その後、コ

ネクタを切離し取外します。 
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③シフトレバーノブを取外し、④マルチメディアモ 

ジュールレシーバ Assy を固定しているボルト 4 本を

外し、手前に引出します。その後、コネクタを切離し

取外します。 

 

 

 

 

 

 

⑤コンソールパネル SUB-Assy を矢印方向へ引上げ、

コネクタを切離し取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥コンソールリヤエンドパネルを取外し、コンソール

ボックス Assy を固定しているボルトとスクリュを外

します。その後、コネクタを切離し、⑦コンソール 

ボックス Assy を取外します。 

 

 

 

 

 

 

コネクタを切離し、ボルト 2 本、ナット 1 個を外し、

エアバッグセンサ Assy を取外します。 
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車両から取外した、エアバッグセンサAssyと付属品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．修理作業（ポップアップフードチャンバ組付け） 

 ポップアップフード作動により取替えになった、ポップアップフードセンサ Assy とポップアップフー

ドチャンバの組付け作業をおこないます。 

写真は、新品のポップアップフードチャンバです。 

再使用不可部品であるポップアップフードセンサ Assy 

を固定するボルトが、一緒に補給されます。 

 

 

 

 

 

 

 

写真は、新品のポップアップフードセンサ Assy です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新品の固定用ボルトを使用し、ポップアップフードチャン

バにポップアップフードセンサ Assy を組付けます。 

 

 

 

◆次回は、紙面の都合上 4月号にその 4 

「修理作業(組付け)」を掲載します。 

（技術開発部／佐々木孝一） 
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 2015 年 2月号 国産車 指数テーブル（4メーカ・6車種） 

メーカ名 車  名 型  式 

ホ ン ダ アコード ハイブリッド CR6 系 

ＬＥＸＵＳ 
ＲＣ 10 系 

ＲＣ Ｆ USC10 系 

ト ヨ タ エスクァイア 80 系 

ス バ ル 
ＷＲＸ ＳＴＩ VAB 系 

ＷＲＸ Ｓ４ VAG 系 

 

 2015 年 2月号 輸入車 指数テーブル（1メーカ・1車種） 

メーカ名 車  名 型  式 

フォルクスワーゲン ザ ビートル 16CBZ 

 

 

 

  

※ ｢2015年 2月号｣のみの単独販売は行っておりません。 購入をご希望される方は下記「2015年版ｾｯﾄ」（年間購読）

をお求めください。  

※ 2014 年 4 月からの消費税率変更に伴い、指数テーブルの価格（消費税込）を変更いたしました。ご購入の際のご不

明な点は、下記にお問い合わせください。 

【2015 年版】 

・国産車ｾｯﾄ＜商品番号：2015 価格：￥23,657＞ 

・輸入車ｾｯﾄ＜商品番号：3015 価格：￥5,349＞ 

・国産車・輸入車ｾｯﾄ＜商品番号：4015 価格：￥25,714＞ 

 

※ ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞについても、消費税率変更に伴い指数テーブルの価格（消費税込）を変更いたしました。ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞは、

2014年版・2013年版・2012年版・2009年版・2008年版の各「国産車・輸入車ｾｯﾄ」「国産車ｾｯﾄ」「輸入車ｾｯﾄ」となり

ます。なお、在庫がなくなり次第、販売を終了させていただきますのでご了承ください。 

指数テーブル｢2015 年 2 月号｣発行のお知らせ 

 

 

◆「指数テーブル」のお問い合わせ◆ 

日本アウダテックス株式会社 営業部 

TEL：０３－５３５１－１９０１ 

FAX：０３－５３５０－６３０５ 

 URL：http://www.audatex.co.jp/ 
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特別記事  

 

 

電子機器部品等の再設定作業時間（参考値）

【クラウンハイブリッド AWS210 系】 

（その１） 
1．はじめに 

近年多くの車両に電子機器部品が搭載されています。事故車修理の過程で部品の脱着や取替および配

線切離し等の作業に伴い、電子機器部品やシステムの再設定（初期化）または調整作業が必要となる場

合がありますが、これらの作業は同一車種でも年式、グレード、オプションの有無等によって再設定作

業の要否が異なります。また、複数の作業項目に重複して発生するケースもあるため「指数」には含ま

れていません。 

 これまでにトヨタ車（マジェスタ１８０系、レクサスＬＳ４０系、ヴィッツ９０系）、日産車、ホンダ

車、スバル車、ダイハツ車、マツダ車の再設定作業時間(参考値)を掲載しておりますが、今回はトヨタ

「クラウンハイブリッド AWS210 系」を使用してトヨタ車の電子機器部品やシステムの再設定作業時間

(参考値)とその作業事例を紹介します。 

 なお、作業内容の紹介を２回に分けて紹介します。（今回は下表１の№４までです） 

 

2．再設定作業時間(参考値) 

表１ 再設定作業時間（参考値）「クラウンハイブリッド AWS210 系参考値一覧」 

 

B010
B020

B125
～Ｂ182

Ｂ210
Ｂ350
Ｂ360

B410
B420

M031
M041

M050
M060
M070

M200
M250
M255

フ
ロ
ン
ト
バ
ン
パ
カ
バ
ー

脱
着
・
取
替

ミ
リ
メ
ー

タ
ウ

ェ
ー

ブ
レ
ー

ダ
セ
ン
サ
Ａ
ｓ

ｓ
ｙ
脱
着
・
取
替

（
Ｂ
1
2
5
増
表
示

）

フ
ロ
ン
ト
ド
ア
パ
ネ
ル
Ａ
ｓ
ｓ
y
取
替

リ
ヤ
ド
ア
パ
ネ
ル
Ａ
ｓ
ｓ
y
取
替

ラ
ゲ
ー

ジ
コ
ン
パ
ー

ト
メ
ン
ト
ド
ア
パ
ネ
ル

サ
ブ
Ａ
ｓ
ｓ
ｙ
脱
着
・
取
替

リ
ヤ
バ
ン
パ
カ
バ
ー

脱
着
・
取
替

片
側
フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
脱
着

、

片
側
フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
分
解
・

点
検
・
組
立
・
調
整

エ
ン
ジ
ン
・
ト
ラ
ン
ス
ミ

ッ
シ

ョ
ン
＆
フ
ロ

ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
Ａ
ｓ
ｓ
ｙ
脱
着

、

片
側
ま
た
は
両
側
フ
ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ

ン
分
解
・
点
検
・
組
立
・
調
整

パ
ワ
ー

ス
テ
ア
リ
ン
グ
リ
ン
ク
Ａ
ｓ
ｓ
ｙ

脱
着
・
取
替

リ
ヤ
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン
Ａ
ｓ
ｓ
ｙ
脱
着

、

片
側
リ
ヤ
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ
ン

分
解
・
点
検
・
組
立
・
調
整

1
ＧＴＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｔｅｃｈ　Ｓｔｒｅａｍ）準備・収納
　及びダイアグノシス確認・消去・更新

－ 要 0.2 ＊３

2
①ステアリングセンサ０点取得
②ステアリングセンサ初期化
③サーボモータ初期化

全仕様 － 0.1 ＊４

インテリジェントクリアランスソナーシステム設定
　（フロント）簡易検査 － 0.1 ＊５

①追加作業
　簡易検査後、検知検査の場合 要 0.5

＊６
＊８

②追加作業
　簡易検査後、詳細検査の場合 要 1.2

＊７
＊８

インテリジェントクリアランスソナーシステム設定
　（リヤ）簡易検査 － 0.1 ＊５

①追加作業
　簡易検査後、検知検査の場合 要 0.5

＊６
＊８

②追加作業
　簡易検査後、詳細検査の場合 要 1.2

＊７
＊８

5 ミリメータウェーブレーダセンサＡｓｓｙ調整
プリクラッシュセーフティシステム
（ミリ波レーダ方式） 要 0.4 ● ＊８

6
①ヨレートセンサ＆Ｇセンサ０点取得実施
②テストモード点検（スピードセンサ系統）
③ブレーキラインエア抜き

全仕様 要 0.3 ● ● ● ＊８

7 パワーウインドウシステム初期化 全仕様 － 0.1 ●

8 バックカメラ光軸調整 バックガイドモニタシステム － 0.3 ● ● ● ●

9 ヘッドランプレベリングコンピュータ初期化
バイキセノン式（ディスチャージ）ヘッドランプ
（オートレベリング機能・ＬＥＤクリアランスランプ付） 要 0.1 ● ● ●

＊８
＊９

10 回転角センサ出力補正およびトルクセンサ０点補正 全仕様 要 0.1 ● ＊８

No. 再設定作業名 再設定の必要な仕様
ＧＴＳ
の要否

参
考
値

(

正
味
作
業
時
間
×
1
.
3
／
6
0

）

再設定作業の発生する指数項目番号および項目名

備

考

＊１

＊２

3

インテリジェントクリアランスソナー

● ● ● ●

4 ● ● ● ●
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＊１：ＧＴＳ“要”の再設定作業時に１回のみ計上する 

＊２：バッテリターミナル脱着作業がある場合に１回のみ計上する 

＊３：接続→アプリ起動→履歴の確認および消去→更新→終了→取外しの流れ 

＊４：バッテリターミナル脱着作業がある場合に必要 

＊５：簡易検査のみ 

＊６：簡易検査＋検知検査 

＊７：簡易検査＋詳細検査（含む検知検査） 

＊８：除（ＧＴＳ準備・収納） 

＊９：ハイトコントロールセンサ、サスペンションの脱着で必要 

 

（1）電子機器部品等の再設定作業 

 カーメーカー発行の修理書等を確認の上、再設定作業を必要とする電子部品等を選択し、脱着取替

作業項目毎にまとめました。(除く、調査車両に非装着の電子部品等) 

 なお、再設定作業時間(参考値)は使用方法等を確認の上、再設定作業が必要なケースに限り、「指

数」と併せてご使用いただくことを前提に作成しています。 

 表１の再設定作業は以下の条件で作成しています。 

 

・完成車状態からの作業 
・指数に含まれている作業は除く 
・単体部品の点検作業は除く 
・Ｍ１４０（エンジンルーム内配線･配管､付属品）の作業は除く 
・溶接系作業項目は除く 
・専用ターゲット作成作業は除く(トヨタ純正ＳＳＴを使用) 

・走行による自動調整や機能確認のためのロードテストは除く 

・G-BOOK 未加入車 

 

（2）表１ 再設定作業時間（参考値）の使用方法 

 損傷車の復元修理作業に伴い、電子部品等の脱着取替作業に関連して再設定（初期化）作業を必要

とする場合がありますので、表 1に記載されている再設定作業を確認の上、選択します。 

 この際、車両の仕様等による再設定作業の要否が異なりますので注意が必要です。更に、複数の作

業項目に同一の再設定作業を必要とした場合は１回のみ計上し、重複しないように注意します。 

＜再設定作業時間(参考値)の算出例＞ 

プリクラッシュセーフティシステムを装備した車両で、補機バッテリターミナル脱着作業があり、B020

フロントバンパカバー取替、B125 ミリメータウェーブレーダセンサ Assy（脱着)の作業を行った場合に

再設定作業が必要となり、以下のように算出します。 

 

 参考値 

１ ＧＴＳ準備･収納 =0.2 

２ ①ステアリングセンサ０点取得、 

②ステアリングセンサ初期化、③サーボモータ初期化 

 =0.1 

３ インテリジェントクリアランスソナーシステム設定 

（フロント）簡易検査 =0.1 

①追加作業 （簡易検査後、検知検査の場合） =0.5 

５ ミリメータウェーブレーダセンサ Assy 調整 =0.4 

  

再設定作業時間は合計 1.3 となります 
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3．再設定作業に必要な機器等 

（１）ＧＴＳ（診断機用ソフトをインストールしたパソコンと接続ケーブル） 

（２）リフレクタ（およびスタンド）（ミリメータウェーブレーダセンサ Assy 調整で使用） 

（３）ターゲット１（インテリジェントクリアランスソナーシステム設定詳細検査で使用） 

（４）ターゲット２（インテリジェントクリアランスソナーシステム検知検査および詳細検査で使用） 

 

（１） （２） （３） （４） 

 

 

 

 

 

 

4．再設定作業方法 

 電子機器部品の再設定作業(表１)について以下に紹介します。（ＧＴＳの画面操作方法については割愛します） 

 

（1）№１ ＧＴＳ準備･収納及びダイアグノシス確認・消去・更新 

・ＧＴＳ（パソコン）に電源及び接続ケーブルをセットし、車両と接続する 

・ＧＴＳの専用ソフト（アプリケーション）を起動する 

・ＧＴＳを操作してダイアグノーシスコードの確認と消去を行う 

・ＧＴＳを操作してダイアグノーシスコードの再確認（更新）を行う 

・ＧＴＳの専用ソフトを終了させパソコンの電源ＯＦＦにする 

・接続ケーブルを切離し、パソコンの電源ケーブルを切り離す 
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（2）№２ 各種設定 

→バッテリターミナル脱着作業がある場合に必要 

①ステアリングセンサ０点取得 

・ＲＥＡＤＹ ＯＮにする 

・ゆっくり左右１回転のステアリング操作を２、３回行う 

・メータ車速３５㎞/h以上で５秒以上、直進走行する 

・ＩＧ ＯＦＦにする 

 

②ステアリングセンサ初期化 

・ＲＥＡＤＹ ＯＮにする 

・平坦路にて左右両側にステアリングホイールをいっぱいに切る 

・ＩＧ ＯＦＦにする 

 

③サーボモータ初期化（ＧＴＳによる初期化作業も可能、その場合は以下の作業は不要） 

・ＩＧ ＯＮまたはＲＥＡＤＹ ＯＮにする 

・インテグレーションコントロール＆パネルＳＵＢ

－ＡＳＳＹの“エアコン”スイッチと“車両設定”

スイッチを同時に押しながら、ヘッドランプディマ

スイッチをＯＦＦ→ＴＡＩＬ→ＯＦＦ→ＴＡＩＬ

→ＯＦＦ→ＴＡＩＬ→ＯＦＦするとサーボモータ

イニシャライズ選択画面に移行する（右写真） 

・“サーボモータイニシャライズ”を選択するとサー

ボモータイニシャライズ設定を開始する 

・画面指示に従って作業を完了する 

・ＩＧ ＯＦＦにする 
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（3）№３、№４インテリジェントクリアランスソナーシステム設定 フロント側で解説 

→バンパカバー取替、サスペンション分解などでセンサ角度、高さが変わる場合に必要 

 

簡易検査（センサ高さと角度検査） 

・センサ搭載高さを測定 

・センサ角度を測定 

（フロントまたはリヤ２か所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①検知検査 

→簡易検査後、センサ取り付け高さおよび角度が一

定値内となった場合、センサ検知検査を実施する必

要がある。 

 

・調整前の準備 

 

【注意】 

・水平な無風の場所であることを確認する 

・外気温が適正（－１０to４０℃）であることを確認する 

・周囲および路面に障害物がないことを確認する。 

（前方３．０ｍ程度・幅４．０ｍ程度の範囲は配置禁止領域） 

・作業中は車両に寄りかからない 

・調整中は人の乗り降り、荷物の積み下ろしなど車両が傾くことはしないこと 
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・フロントバンパの中央（エンブレム中心）から、先端

のとがったおもりを垂らし、正確に路面にＢ点をマー

キングする 

 

 

 

 

 

 

 

・リヤバンパの中央（エンブレム中心）から、先端のと

がったおもりを垂らし、正確に路面にＡ点をマーキン

グする 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ａ点を起点として、Ｂ点を通るひもを、Ｂ点から車両前方の３．０ｍ以上の路面にテープで固定し直

線を出す 

 

 

・ウルトラソニックセンサ（ＦＲＣセンサ、ＦＬＣセンサ）の中心より、先端のとがったおもりを垂ら

し、正確にＣ点をマーキングする 
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・左右センサのＣ点を直線で結ぶ 

・中心線と左右センサＣ点を結んだ線が交差する点を 

 Ｚ点とする 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｚ点より２．５ｍのところにＤ点をマーキングする 

・Ｄ点にＡ４用紙かどをあわせて中心線にそって置き、 

 中心線に垂直の線を引く 

・Ｄ点からＺ点とＣ点を測定した距離の位置にＥ点を 

 マーキングする 

 

 

 

 

 

 

・ターゲット２を調整するセンサ正面の位置（Ｅ点）に

設置する（写真は右側） 

・ＧＴＳ操作 

ターゲット２が、データモニタで読み取ることが出来

ているか確認する 

・ターゲット２を反対側（右側であれば左側へ）設置し

て再びＧＴＳを操作しデータモニタで読み取ることが

出来ているか確認する 
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②詳細検査 

 →簡易検査後、センサ取付け高さおよび角度が異常となった場合、詳細検査を実施する必要がある。 

 詳細検査は検知検査に追加で前後車高差の計測、ターゲット１の設置、センサの出力調整などが追加

になります。 

 

・図の計測位置で、フロント、リヤに対し、床面からホイールアーチ（フロントバンパとフェンダおよ

びリヤバンパとクォータパネルの境界）から下端までの高さＡフロント、Ａリヤを測定する。（左右で

実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・計測した値から、車高前後差Ｂ＝Ａフロント－Ａリヤを計算する（車高前後差表はマニュアル参照） 

 

 

・Ｃ点より０．６ｍのところにＦ点をマーキングする 

・ガレージジャッキを以下の位置へ設置する 
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・ガレージジャッキの皿部分をウルトラソニックセンサ

の高さまであげる 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＧ ＯＮ状態で、クリアランスソナースイッチＯＮ、

シフトＤポジションにし、ウルトラソニックセンサが

ガレージジャッキを検出していることをコンビネー

ションメータ Assy で確認する 

 

・ガレージジャッキ皿部分のウルトラソニックセンサ側

に対し布を掛ける 

・ウルトラソニックセンサがガレージジャッキを検出し

なくなっていることを確認する 

・ガレージジャッキ皿部分の上にターゲット１を地面水

平に乗せる 

・ターゲット１が検知されていることを確認する 

・センサ搭載高さを測定する 

・ガレージジャッキ上のターゲット１の中心が規定高さ

になるように、ガレージジャッキの高さを調整する 

・規定高さへ調整後、ターゲット１を検出しないことを

確認する（規定高さはマニュアル参照） 

・ターゲット１はそのままの位置に設置した状態で、 

ターゲット２を調整するセンサ正面の位置に設置す

る 

・ターゲット２がデータモニタ（ＧＴＳ画面）で読み取ることができているか確認する 

・出力調整 

 ＩＧ ＯＮにする ＧＴＳ ＯＮにする 

 ＧＴＳの画面操作より、“作業サポート”→“クリアランスソナー検知調整”の順に選択する 

 画面表示に従って作業を進め、自動調整を行なう 

 ＧＴＳに車両端からターゲット１（段差距離）、ターゲット２(壁)の距離を入力する 

 自動調整の正常完了後、画面指示に従って検知調整を終了する 

 ターゲット１、ターゲット２の位置を左側にセットし、左側のセンサについても同様の出力調整を実

施する 

 

参考：トヨタ 電子技術マニュアル ＣＲＯＷＮ ＨＹＢＲＩＤ AWS21#系 

（指数部／池田浩和） 
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指数テーブル使用方法 第 11 回 

 

 

1．はじめに 

2015 年 1月号では外板板金修正指数を算出する際の判定方法についてご説明しました。2月号では、

損傷事例を基にした損傷面積および難易度ランクの判定方法等についてご説明します。 

 

2．指数テーブルの使用方法 

 指数テーブルの使用方法は以下のような手順となります。 

 （１）損傷面積を求める。 

 （２）３つの難易度判定基準の判定結果より、難易度ランク(Ａ･Ｂ･Ｃ)を決定する。 

 （３）指数テーブルの損傷面積と難易度ランクの交点が求める指数 

 
＜難易度判定基準＞ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 難易度判定基準と外板板金修正指数テーブル 

①損傷の程度  

 
すべて 

ＹＥＳ 

 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

混在 

 

すべて 

ＮＯ 

軽度な損傷か 

・一損傷あたりの面積・・・３ｄ㎡以下 
・かつ著しい折れ、つぶれ、延びが認め

られない損傷 

②損傷の位置  

プレスライン部またはパネル端部に

およばない損傷か 

③損傷部の構造  

パネル裏面からハンマおよびドリー、

スプーン等で作業ができる損傷か 

・付属品を脱着すれば、裏面から作業

ができる損傷 

＜外板板金修正指数編＞ 



23 

 

3．損傷事例 

 損傷を想定した２事例を用いて、損傷面積および難易度ランクの判定方法等のご説明します。 

  

事例１ リヤドアの後方パネル端部および中央部の 2箇所に損傷（ドアトリムを取外して作業を行う

と判断した場合）（図 2）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 損傷イメージ（リヤドア）           図 3 損傷面積計算 

・損傷面積の算出（図 3） 

損傷部Ａ 400 ㎠ ＋ 損傷部Ｂ 288 ㎠ ＝ 688 ㎠ → 損傷面積 ７ｄ㎡ 

 

 ・損易度ランクの算出    

＜難易度判定基準＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・付属品脱着時間の有無 

ドアトリムを脱着すれば裏面から作業が行えるので、ドアトリムの脱着作業時間の加算有無を

検討します。 

ドアトリム脱着作業時間 

※一部付属品は脱着参考時間が指数テーブルに掲載されていますので、これらも参考にしてく

ださい。 

  損傷部Ａ 損傷部Ｂ 

①損傷の程度  

ＮＯ ＹＥＳ 軽度な損傷か 

・一損傷あたりの面積・・・３ｄ㎡以下 

・かつ著しい折れ、つぶれ、延びが認められない損傷 

②損傷の位置  
ＮＯ ＹＥＳ 

プレスライン部またはパネル端部におよばない損傷か 

③損傷部の構造  ＹＥＳ 

(ドアトリム脱着で裏面

から作業可) 

ＹＥＳ 

(ドアトリム脱着で裏面

から作業可) 

パネル裏面からハンマおよびドリー、スプーン等で作業

ができる損傷か 

・付属品を脱着すれば、裏面から作業ができる損傷 

難易度ランク ランクＢ ランクＡ 

損傷部Ａ（損傷面積 400 ㎠） 
損傷部Ｂ（損傷面積 288 ㎠） 

損傷面積計算 

 

20 ㎝ 

20 ㎝ 

18 ㎝ 

損傷部Ａ（損傷タイプ 三角形） 

損傷部Ｂ（損傷タイプ 楕円形） 

40×20×0.5＝400(㎠) 

20×18×0.8＝288(㎠) 

40 ㎝ 

ポイント：複数損傷の場合、面積は各損傷面積の合計。 

ポイント：複数損傷の場合、難易度
ランクは高い方を採用。 難易度ランク Ｂ 
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以上より、本事例の外板板金修正指数は以下の通りとなります。 

 

外板板金修正指数＝１.７（損傷面積 ７ｄ㎡、難易度ランクＢ） 

＋付属品脱着時間(ドアトリム)の加算 

 

「同一パネルに複数の損傷がある場合」の判定方法のポイント 

損傷面積…損傷面積(㎠)を合計し、ｄ㎡に換算する。 

難易度ランク…ランクの高い方を採用する。 

 

事例２  フロントフェンダにフロントバンパと隣接したパネル端部に損傷があり、フロントバンパ

は取替が必要な損傷（フロントバンパとフェンダライナを取外して作業を行うと判断した

場合）（図 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 損傷イメージ（フロントフェンダ）          図 5 損傷面積計算 

 

・損傷面積の算出（図 5） 

損傷部Ｃ＝150 ㎠ → 損傷面積 ２ｄ㎡ 

 

 ・損易度ランクの算出    

＜難易度判定基準＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  損傷部Ｃ 

①損傷の程度  

ＹＥＳ 
軽度な損傷か 

・一損傷あたりの面積・・・３ｄ㎡以下 

・かつ著しい折れ、つぶれ、延びが認められない損傷 

②損傷の位置  
ＮＯ 

プレスライン部またはパネル端部におよばない損傷か 

③損傷部の構造  ＹＥＳ 

(フェンダライナ脱着で裏面から作

業可) 

パネル裏面からハンマおよびドリー、スプーン等で作業

ができる損傷か 

・付属品を脱着すれば、裏面から作業ができる損傷 

難易度ランク ランクＢ 

損傷部Ｃ（損傷面積 150 ㎠） 

フロントバンパ損傷（取替） 

  

  

損傷面積計算 

15×10＝150(㎠) 

15 ㎝ 

10 ㎝ 

損傷部Ｃ（損傷タイプ 長方形） 

  

ポイント：脱着･取替指数で計上されている部品
は取外されているものとし、その状態で
裏面から作業ができるか判断する。 

難易度ランク Ｂ 
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「③損傷部の構造」判断について 

本事例ではフロントバンパとフェンダライナを脱着すれば裏面から作業が行えます。ただ

し、フロントバンパは取替が必要な損傷部品として脱着･取替指数の「フロントバンパ取替

(指数項目B020)」にて計上されています。このような場合の「付属品を脱着すれば、裏面

から作業ができる損傷」の難易度判定は以下の通り判断します。 

 

「付属品を脱着すれば、裏面から作業ができる損傷」判定のポイント 

脱着･取替指数にて計上される部品は取外されているものと判断し、この状態で裏面

から作業ができる損傷かどうかを判断する。 

 

・付属品脱着時間の有無 

フェンダライナを脱着すれば裏面から作業が行えるので、フェンダライナの脱着作業時間の加

算有無を検討します。 

  フェンダライナ脱着作業時間 

 

以上より、本事例の外板板金修正指数は以下の通りとなります。 

 

外板板金修正指数＝１.０（損傷面積 ２ｄ㎡、難易度ランクＢ） 

＋付属品脱着時間(フェンダライナ)の加算 

 

3．おわりに 

2 回にわたり外板板金修正指数の使用方法についてご説明しました。指数テーブルマニュアルに、外板

板金修正指数の使用方法の詳細が記載されています。併せてご確認いただくことをお勧めします。 

次号からは補修塗装指数の使用方法についてご説明していきます。 

 この連載が、指数を正しく理解していただくためのご参考になれば幸いです。 

（指数部／藤野一郎） 

 

 

  
No. 車名 型式 

J-715 ホンダ アコードハイブリッド CR6 系 

J-716 レクサス ＲＣ 10 系 

J-717 スバル ＷＲＸ ＳＴＩ VAB 系 

J-718 トヨタ エスクァイア 80 系 

お申し込みは、当社ホームページからお願いします。 

http://www.jikencenter.co.jp/ 

お問い合わせなどにつきましては 

自研センター総務企画部までお願いします。 

TＥＬ 047-328-9111 ＦＡＸ 047-327-6737 

自研センターでは新型車について、損傷した場合の復元修理

の立場から見た車両構造、部品の補給形態、指数項目とその

作業範囲、ボデー寸法図など諸データを掲載した「構造調査

シリーズ」を発刊しておりますが、今月は右記新刊をご案内

いたしますので、是非ご利用ください。 

販売価格：国産車（1,067 円＋税別）、送料別 

     輸入車（2,057 円＋税別）、送料別 

「構造調査シリーズ」新刊のご案内 
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新型車情報  

 

ホンダ Ｎ－ＢＯＸ（DBA-JF#） 
 

本田技研工業株式会社から 2011 年 12 月に発売された新型「Ｎ-ＢＯＸ」の各部の地上高（単位 mm）で

す。ドアミラーは開いた状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記数値は、自研センターでの地上からの実測測定参考値（Ｇ･Ｌパッケージ）です。 

＊は、マフラ後端部を指す。 

 

四面図 
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ホンダ Ｎ－ＷＧＮ（DBA-JH#） 
 

本田技研工業株式会社から 2013 年 11 月に発売された新型「Ｎ-ＷＧＮ」の各部の地上高（単位 mm）で

す。ドアミラーは開いた状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記数値は、自研センターでの地上からの実測測定参考値（Custom G・Turbo パッケージ）です。 

＊は、マフラ後端部を指す。 

 

四面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（技術開発部／浜田利夫） 
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